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ググロローーババルル・・リリーートト  

ＥＥＳＳＧＧフフォォーーカカスス・・フファァンンドド 
（（資資産産成成長長型型））  

第２期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2022年９月20日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー・グローバル・リートＥＳＧ

フォーカス・ファンド（資産成長型）」は、2022年９

月20日に第２期の決算を行いました。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2021年５月25日から2031年９月22日まで 

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行います。 

主要投資対象 

当ファンド 

シュローダー・グローバル・
リートＥＳＧフォーカス・マ
ザーファンド受益証券を主要
投資対象とします。 

マザーファンド 

・ ルクセンブルグ籍米ドル建
て外国投資法人 

「シュローダー・インターナ
ショナル・セレクション・
ファンド グローバル・シ
ティーズ クラスＩ投資
証券」 

・ ルクセンブルグ籍米ドル建
て外国投資法人 

「シュローダー・インターナ
ショナル・セレクション・
ファンド ドル・リクイディ
ティ クラスＩ投資証券」 

上記の指定投資信託証券を主
要投資対象とします。 

組 入 制 限 

当ファンドの 
マザーファンド 
組入上限比率 

制限を設けません。 

マザーファンド 

投資信託証券への投資割合に
は制限を設けません。また、外
貨建資産への投資割合には制
限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年９月20日。ただし、当該日が休
業日の場合は翌営業日）に原則として経費控除
後の繰越分を含めた利子・配当収入と売買益

（評価益を含みます。）等から、基準価額水準、
市場動向等を勘案し決定します。 
なお、分配を行わない場合があります。 

 
 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2021年５月25日 10,000 － － － 658 

１期(2021年９月21日) 10,425 0 4.3 97.8 8,943 

２期(2022年９月20日) 10,851 0 4.1 98.4 13,940 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、投資信託証券組入比率は実質組入比率を記載しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2021年９月21日 10,425 － 97.8 

９月末 10,521 0.9 98.0 

10月末 11,213 7.6 97.7 

11月末 11,153 7.0 97.5 

12月末 11,610 11.4 98.3 

2022年１月末 10,627 1.9 98.8 

２月末 10,652 2.2 99.2 

３月末 12,043 15.5 98.3 

４月末 12,194 17.0 99.0 

５月末 10,961 5.1 98.6 

６月末 10,875 4.3 98.5 

７月末 11,018 5.7 98.2 

８月末 11,110 6.6 98.4 

(期  末)    

2022年９月20日 10,851 4.1 98.4 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、投資信託証券組入比率は実質組入比率を記載しております。 

 

（注）当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○運用経過 (2021年９月22日～2022年９月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年９月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

設定日10,425円でスタートした基準価額は、10,851円（分配後）で期末を迎え、期首比4.1％（分配金再投

資ベース）の上昇となりました。 

当期、ファンドのリターンはプラスとなりました。国別では、カナダ、インドへの配分が上昇要因となった

一方、主に米国、ドイツ、日本、英国への配分が下落要因となりました。セクター別では、鉄道、調査・コン

サルティングサービスへの配分が上昇要因となった一方、主に不動産運営会社、住宅用リート、工業用リート、

専門リート、オフィスリートへの配分が下落要因となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

 

当期、世界の不動産株式およびリート市場は、下落しました。2021年年末にかけては新型コロナウイルスの

新たな変異株であるオミクロン株の確認で下落する場面も見られましたが、主要株価指数は最高値を更新す

るなど高値圏での推移となりました。2022年１月に入ると米国で債券利回りが大幅に上昇し、ハイテク株を中

心に株価が下落、２月にはロシアによるウクライナ侵攻で値動きの大きな展開となりました。３月にはリスク

回避の動きが一服し、株価は上昇しましたが、その後はウクライナ戦争に伴うインフレ圧力の継続、中国での

新型コロナウイルスの感染拡大に伴うロックダウン（都市封鎖）、サプライチェーンの混乱などを背景に５月

中旬にかけて下落しました。６月月初にかけてはインフレ率の伸びの鈍化傾向が見られたことや中国のロッ

クダウン解消のニュースを受けて上昇しましたが、７月中旬にかけて再び各国の中央銀行で積極的な金融引

き締め観測が高まり、下落基調となりました。その後、経済減速懸念から米国長期金利が低下し、８月後半に

かけて世界の不動産株式およびリート市場は堅調に推移しましたが、ジャクソンホールでのパウエル米FRB（連

邦準備制度理事会）議長のタカ派的な発言を受け、金融引き締めが長引くとの警戒感から９月にかけて再び下

落しました。 

地域別では、インフレ圧力の継続を受けて金融引き締め観測が高まった米国、エネルギー不足の懸念が生じ

たドイツ、政治的不確実性や高いインフレ率、記録的な財政赤字が懸念される英国などを中心に下落しまし

た。セクター別では、好業績を維持してきた専門リートのデータセンターや物流、貸倉庫、住宅用リートが全

体的に調整したほか、金利上昇で不動産運営会社の株価が軟調に推移しました。 

 

 

 
2021年10月は経済活動の再開を受けてキャピタランド・インベストメント（シンガポールの各種不動産事

業）、マーリン・プロパティーズ（スぺインの各種リート）を新規購入し、好業績となった英国のビック・イ

エローや米国のスウィッチを削減しました。11月は２銘柄が買収オファーを受け、アルストリア（ドイツのオ

フィスリート）を全売却、米国データセンターのコアサイトを一部売却し、売却資金でヘルスケア、データセ

ンター、小売セクターの保有を増やしました。12月はコヤモ（フィンランドの不動産運営会社）、センター・

グループ（オーストラリアの店舗用リート）、パブリック・ストレージ（米国の専門リート）を新規購入しま

した。2022年１月、２月は物流やアパートといった価格決定力があるサブセクターのポジションを維持しなが

ら、企業価値の観点で相対的に割安な銘柄へ入替を実施しました。３月は物流セクターを減らし、ホテル・リ

ゾートの保有を増加させました。４月、５月も割安な銘柄への入替を実施しました。６月は住宅関連銘柄を減

らし、高い環境基準に準拠するオフィス物件を有する米国のキルロイ・リアルティ、ヘルスケアセクターで事

業統合をすすめるウェルタワーを増加させました。７月はドイツの住宅セクターを減らし、日本のデベロッ

パーの保有を増加させた他、リース期間が短く早期の収入増加が期待されるホテルセクターを増加させまし

た。８月は英国銘柄およびアパートメント銘柄を一部削減、データセンター銘柄を増加させ、生活必需品関連

の店舗用リートを新規購入しました。 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンドにおいて、投資比率が高

位であるシュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド グローバル・シティー

ズ クラスI 投資証券の運用について 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

 

当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

 

収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第２期 

2021年９月22日～ 
2022年９月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 851  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

運用チームでは、マクロ経済データが弱含みで推移し、金利が緩やかに低下する可能性が意識されれば、

ファンダメンタルズが意識され、価格決定力のある実物資産にとって強い追い風となる可能性があると考え

ています。米国では2022年第２四半期の決算発表の時期が終了し、概ね良好な結果となりました。70％の企業

において業績が市場予想を上回り、22％が市場予想と同程度、８％が市場予想を下回りました。概して、企業

はより高いレートで物件を再リースし、開発は適度に抑制され、バランスシートは健全な状態を維持していま

す。雇用とエネルギーにおける投入コストの上昇は、引き続き世界経済の主要な懸念材料です。これは金利の

将来の方向性に影響を与え、投資先企業の資金調達コストにも直接影響を与えます。市場はインフレ抑制に必

要な、大幅な利上げを警戒しています。運用チームでは、投資先企業が人件費やエネルギーコストの影響をほ

とんど受けず、賃料の実質的な上昇が続く可能性が高いと考えています。 

当ファンドでは、当面の運用方針として競争力の高い都市に物件を持ち、サステナビリティの観点から銘柄

を厳選することでポートフォリオを構築しています。投資銘柄の選定や配分決定プロセスにおいて独自の

ＥＳＧ分析を利用しています。運用チームは、引き続き、不動産市場での変化のトレンドから恩恵を受けると

考えられる銘柄、特にデジタル経済の台頭をサポートする銘柄を選好する方針です。運用チームは、これらの

トレンドが今後も進展し、３年～５年の投資期間にわたってポートフォリオのパフォーマンスを向上させる

と考えています。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○１万口当たりの費用明細 (2021年９月22日～2022年９月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 184  1.645  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 92)  (0.823)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 88)  (0.790)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.033)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 11   0.102   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  2)  (0.015)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 10)  (0.087)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  ・その他は、グローバルな取引主体識別子（ＬＥＩ：Legal Entity Identifier） 
  登録費用、金銭信託手数料等 

 合 計 195   1.747    

期中の平均基準価額は、11,164円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

  



品 名：90020_100742_002_04_シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型）_933418.docx 

日 時：2022/11/4 17:45:00 

ページ：7 

― 7 ― 

シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.80％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。 
（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 投資先ファンドの費用については、投資先ファンドの管理会社が発行する年次報告書（アニュアル・レポート）の記載に基づきます。

なお、投資先ファンドの運用管理費用（信託報酬）は当ファンドの運用管理費用（投信会社分）から支払われるため、別に収受してお
りません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○売買及び取引の状況 (2021年９月22日～2022年９月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンド 6,990,767 7,900,626 2,887,285 3,397,321 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年９月22日～2022年９月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年９月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンド 8,561,661 12,665,144 14,063,376 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参

照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年９月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンド 14,063,376 99.7 

コール・ローン等、その他 37,628 0.3 

投資信託財産総額 14,101,004 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 

（注） シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（19,994,776千円）の

投資信託財産総額（20,555,406千円）に対する比率は97.3％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝143.28円です。 
 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年９月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 14,101,004,745   

 シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンド(評価額) 14,063,376,764   

 未収入金 37,627,981   

(B) 負債 160,416,569   

 未払解約金 37,627,981   

 未払信託報酬 115,697,144   

 その他未払費用 7,091,444   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 13,940,588,176   

 元本 12,846,932,177   

 次期繰越損益金 1,093,655,999   

(D) 受益権総口数 12,846,932,177口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,851円 
 

［元本増減］ 

期首元本額 8,578,587,279円 

期中追加設定元本額 7,103,536,407円 

期中一部解約元本額 2,835,191,509円 
 

○損益の状況 (2021年９月22日～2022年９月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 324,299,652   

 売買益 631,774,020   

 売買損 △  307,474,368   

(B) 信託報酬等 △  233,134,809   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 91,164,843   

(D) 前期繰越損益金 △   25,520,385   

(E) 追加信託差損益金 1,028,011,541   

 (配当等相当額) (△       48,580)  

 (売買損益相当額) (  1,028,060,121)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 1,093,655,999   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 1,093,655,999   

 追加信託差損益金 1,028,011,541   

 (配当等相当額) (△       59,097)  

 (売買損益相当額) (  1,028,070,638)  

 分配準備積立金 65,938,779   

 繰越損益金 △      294,321   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（65,938,779円）、および信託約款に規定

する収益調整金（1,027,776,317円）より分配対象収益は

1,093,715,096円（10,000口当たり851円）ですが、当期に分配

した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 

＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配
金）、残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
 



― 10 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   10添付ファンド_10pt_933418.indd   10 2022/10/31   14:05:482022/10/31   14:05:48



― 11 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   11添付ファンド_10pt_933418.indd   11 2022/10/31   14:05:492022/10/31   14:05:49



― 12 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   12添付ファンド_10pt_933418.indd   12 2022/10/31   14:05:492022/10/31   14:05:49



― 13 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   13添付ファンド_10pt_933418.indd   13 2022/10/31   14:05:492022/10/31   14:05:49



― 14 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   14添付ファンド_10pt_933418.indd   14 2022/10/31   14:05:502022/10/31   14:05:50



― 15 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   15添付ファンド_10pt_933418.indd   15 2022/10/31   14:05:502022/10/31   14:05:50



― 16 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   16添付ファンド_10pt_933418.indd   16 2022/10/31   14:05:502022/10/31   14:05:50



― 17 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   17添付ファンド_10pt_933418.indd   17 2022/10/31   14:05:502022/10/31   14:05:50



添付ファンド_10pt_933416.indd   9 2022/10/25   14:30:15

― 18 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   18添付ファンド_10pt_933418.indd   18 2022/10/31   14:05:512022/10/31   14:05:51



添付ファンド_10pt_933416.indd   10 2022/10/25   14:30:16

― 19 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   19添付ファンド_10pt_933418.indd   19 2022/10/31   14:05:512022/10/31   14:05:51



添付ファンド_10pt_933416.indd   11 2022/10/25   14:30:16

― 20 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   20添付ファンド_10pt_933418.indd   20 2022/10/31   14:05:512022/10/31   14:05:51



添付ファンド_10pt_933416.indd   12 2022/10/25   14:30:16

― 21 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   21添付ファンド_10pt_933418.indd   21 2022/10/31   14:05:512022/10/31   14:05:51



添付ファンド_10pt_933416.indd   13 2022/10/25   14:30:17

― 22 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   22添付ファンド_10pt_933418.indd   22 2022/10/31   14:05:522022/10/31   14:05:52



添付ファンド_10pt_933416.indd   14 2022/10/25   14:30:17

― 23 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   23添付ファンド_10pt_933418.indd   23 2022/10/31   14:05:522022/10/31   14:05:52



添付ファンド_10pt_921442.indd   63 2022/07/12   14:05:00添付ファンド_10pt_925636.indd   18 2022/08/31   17:51:47添付ファンド_10pt_933416.indd   15 2022/10/25   14:30:17

― 24 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   24添付ファンド_10pt_933418.indd   24 2022/10/31   14:05:522022/10/31   14:05:52



添付ファンド_10pt_921442.indd   64 2022/07/12   14:05:00添付ファンド_10pt_925636.indd   19 2022/08/31   17:51:47添付ファンド_10pt_933416.indd   16 2022/10/25   14:30:17

― 25 ―

添付ファンド_10pt_933418.indd   25添付ファンド_10pt_933418.indd   25 2022/10/31   14:05:532022/10/31   14:05:53


